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厚沢部町議会議長 鈴 木 祥 司 様 

 

総務文教常任委員長 高 田 一 弥  

 

総務文教常任委員会第２回所管事務調査報告 

当委員会が行った所管事務調査事項について、会議規則第 77条の規定により

報告します。 

記 

１ 調査年月日 令和元年 

11月 1日（１日間） 調査項目１～３） 

 

 

２ 調 査 項 目 １  ふるさと納税について 

        ２  道の駅の今後の改修計画について 

        ３  素敵な過疎づくり㈱運営状況について 

 

 

３ 調 査 委 員 委 員 長  高 田 一 弥 

        副委員長  松 村 松 雄 

        委  員  中 山 俊 勝 

        委  員  上 戸 昌 行 

委  員  山 田 克 哉 

 

 



１ ふるさと納税について 

  ふるさと納税について、資料説明を受けた。平成 30 年度から、寄付申し  

込みポータルサイト「ふるさとチョイス」を活用したことにより納税実績と

しては、平成 29年度の 1,320千円から平成 30年度は 32,00７千円と寄付金

額実績が大幅に増加したことは大変評価できる。 

  返礼品の送付に関し、返戻日時指定があることから、人気品目について天

候・収穫時期・品質の関係から、返戻が間に合っていない事態が発生してい

る。 

今後、国から返戻対象経費や返戻率など事業内容に変更があるため、納税

額の変更等も想定されるところであるが、他市町村の動向も勘案しながら、

納税者へ収穫適期に良質な地元返戻品を提供出来るよう、ポータルサイトや

委託業者と返戻期間に弾力性を持たせる方向で、協議を進めることが必要で

ある。 

  また、返戻に支障が出ないよう、人気品目を検証し返戻品目、数量の見直

しや返礼品取扱者の登録数増加に向け取り組んでいただくとともに、より 

一層の納税額増加を図るため、アクセス・利用が多いポータルサイト利用に

ついてもさらに検討を進めていただきたい。 

 

２ 道の駅の今後の改修計画について 

道の駅の今後の改修計画について資料により事業概要（案）で説明を受け

現地調査を行った。 

  事業内容は、２４時間新設トイレの建設及び駐車場の増設となっている。

駐車場計画案のレイアウトについては、普通乗用車等と観光バスの駐車場所

の差別化により、整理された駐車が進むものと考えられる。 

駐車場所を区分整理するうえで、一般利用者（キャンピングカー含む）、  

充電用駐車、従業員駐車、物販搬入駐車等様々な区分での駐車が想定される

ところである。 

今後の道の駅運営を考えた場合、大きい区分として利用する側・運営する

側の双方にとって利用しやすい駐車スペースの確保が必要であり、双方が 

利用しやすいよう、動線を分けるなど考慮し、駐車スペースを検討すべきと

考える。 

また、今後新築するトイレが既設のトイレよりも物産館及び、バス駐車  

予定エリアから離れることになり、悪天候（雨・雪）時利用者を誘導する  

ためには、通路に雨よけを設けるなどの対策が必要である。 

トイレ施設については、乳幼児、幼児、妊婦、障害者に配慮した便器・   

手洗場・授乳設備、スペース等の確保が必須となることから、皆にやさしい

仕様を望むものである。 

最後に、運営上冬期の除排雪についても考慮した対応を検討願いたい。 

 

 

 

 

 

 



３ 素敵な過疎づくり㈱の運営状況について 

素敵な過疎づくり㈱の運営状況について資料説明を受けた後、ちょっと暮

らし住宅及び物産センターの現地調査を行った。 

ちょっと暮らし事業については、利用件数・利用者数ともに前年度より  

減少している。 

しかし、利用者の内訳を見るとリピーターが多くを占めており、 厚沢部

ファンの獲得につながっているものの、より多くの方々に利用頂くための 

方策も必要と思われる。 

今後は、本事業の活用と町内の空家住宅等の把握に努め、より一層移住・  

定住の推進に努めて頂きたい。 

 

物産センターについては、販売額・利用者数ともに着実に伸びている状況

である。 

現在、利用者数はレジ通過者でカウントしているが、さわやかトイレの利

用者を含めると実利用者数は相当な数になるものと思われる。 

農産物等販売物の出品状況については、町内出品者に加え近隣町からの 

出品者が増えたことにより、品揃えも豊富になり利用者が増えている大きな

要因の一つとなっている。 

課題としては、繁忙期において売場スペースが狭いため利用者が交差出来

ないほどの混雑が発生するほか、商品棚の不足により応急的にミニコンテナ

等を使用している現状にある。 

また、商品のストックヤードは狭く、荷造りスペースもないため荷造りを

通路の一部で行っている。そのため、同様にイートインスペースについても

大変混雑するため、それぞれのスペース確保が必要と思われる。 

閑散期においては、品薄になり商品棚が空になる状況にあり、それに比例

して利用者数も減少していることから、その対策も重要な課題である。 

 

施設面では、老朽化による窓枠の腐食が激しく、雨漏りが生じていること

から早期改修が必要である。 

また来年度駐車場の整備が予定されているが、一般利用者と出展者を区分

したなかで、両者の利便性を考慮した搬出入専用駐車スペースの確保と状況

に応じた除雪体制の確立が求められる。 


